
剣 

銘 

□
國 

 

 

法
量 
刃
長 

１
８
０
㎜ 

 

元
幅 

１
７
．
２
㎜ 

 

元
重 

６
．
１
㎜ 

形
状 

両
鎬
造
り
。
古
剣
と
し
て
は
鎬
が
さ
ほ
ど
高
く
な
く
、
中
程
の
く
び
れ
も
な
く
、
表
裏
に
細
い
鎬
樋
を
掻
き
流
す
。 

鍛 
 

小
板
目
精
良
に
つ
ん
で
冴
え
、
柾
が
か
る
。 

刃
文 

匂
い
口
明
る
く
締
ま
っ
た
直
刃
、
僅
か
に
湾
れ
ご
こ
ろ
が
あ
り
、
さ
さ
や
か
な
銀
筋
が
掛
か
る
。 

帽
子 

鎬
筋
に
向
け
て
中
丸
風
に
焼
き
つ
め
、
僅
か
に
掃
き
掛
け
る
。 

茎 
 

生
ぶ
な
が
ら
僅
か
に
区
を
送
り
、
重
ね
が
落
ち
て
先
に
だ
け
鎬
筋
が
通
る
。
先
浅
い
栗
尻
、
鑢
目
不
明
。
下
孔
は
表
裏
で
穿
た
れ
て
鼓
形
。 

 

剣
（
つ
る
ぎ
）
は
修
験
道
や
密
教
の
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
不
動
明
王
の
三
鈷
柄
剣
を
模
（
か
た
ど
）
る
。
従
っ
て
諸
刃
造
り
に
は
属
せ
ず
、
戦
の
場
で
も
用
い
な
い
。 

天
國
に
へ
の
格
上
を
狙
っ
て
か
上
字
に
孔
を
掛
け
て
判
読
で
き
な
い
が
、
粟
田
口
派
の
作
と
極
め
ら
れ
て
お
り
、
久
國
、
則
國
、
有
國
、
景
國
、
吉
國
、
真
國
、
助
國
の
七
工
が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
。 

               


